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法
律
に
よ
り
外
国

人
登
録
の
原
票
は
非
公
開
で
、

外
国
人
就
労
者
の
会
社
名
、

人
数
、
在
職
期
間
等
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

出
身
、
滞
在
期
間
な
ど
は
把

握
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
末
で
２
１
２
人
の
外
国
籍

の
方
が
住
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

 　

鞍
手
町
を
活
性
化

す
る
基
盤
と
し
て
、
高
速
道

路
イ
ン
タ
ー
の
建
設
と
遠
賀

川
渡
架
橋
建
設
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

 

（
仮
称
）
筑
豊
イ
ン

タ
ー
建
設
の
状
況
で
す
が
、

今
年
の
11
月
頃
に
は
ア
ク
セ

ス
道
路
の
建
設
工
事
に
入
る

と
県
か
ら
連
絡
を
受
け
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
は
、
平
成

22
年
３
月
末
完
成
予
定
で
す
。

　

遠
賀
川
渡
架
橋
で
す
が
、

ま
も
な
く
橋
脚
工
事
に
か
か

り
、
今
年
度
中
に
北
九
州
市

側
と
鞍
手
町
側
に
１
脚
ず
つ
、

計
２
脚
が
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
全

体
の
完
成
予
定
は
、
平
成
25

年
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
要
旨
】　

学
校
施
設
の
耐
震

化
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
対

策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

記

１
．
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
全
て
の
公
立
学

校
の
耐
震
化
を
実
施
す
る
た

め
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

２
．
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

な
ど
を
勘
案
の
上
、
時
限
措

置
の
延
長
を
検
討
す
る
こ
と

３
．
実
際
の
工
事
単
価
と
補

助
金
の
格
差
に
よ
り
自
治
体

の
負
担
が
増
え
て
い
る
実
態

も
あ
る
の
で
、
補
助
単
価
の

補
正

ル
ー
ル
な
ど
の
設
定
を
行
い
、

き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ

る
こ
と

４
．
耐
震
診
断
の
み
の
実
施
に

つ
い
て
も
補
助
率
の
嵩
上
げ

な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま

た
１
次
診
断
と
２
次
診
断
の

結
果
に
よ
り
補
助
率
の
変
更

が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と

【
提
出
者
】　　

 

川
野　

高
實

【
送
付
先
】　　

内
閣
総
理
大
臣　

麻
生　

太
郎

文
部
科
学
大
臣

　
　
　

塩
谷　
　

立

【
要
旨
】　

温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
た
め
に
は
、
以
下

の
項
目
の
実
現
を
強
く
要
望

し
ま
す
。

記

１
．
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導

入
促
進
対
策
費
補
助
金
補
助

事
業
制
度
の
再
導
入
並
び
に

同
事
業
の
予
算
の
拡
充

２
．
戸
建
住
宅
購
入
者
を
対

象
と
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
取
得
控
除
制
度
の
導
入

や
賃
貸
住
宅
オ
ー
ナ
ー
の
固

定
資
産
税
減
税
措
置
な
ど
集

合
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
導
入
支
援
策
の
推
進

３
．
大
規
模
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
本
格
的
導
入
並
び

に
そ
の
た
め
の
制
度
整
備

４
．
導
入
コ
ス
ト
低
減
に
係

る
技
術
開
発
促
進
策
の
推
進

５
．
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
普
及
促
進
の
た
め
の
情
報

発
信
・
啓
発
活
動
の
推
進

【
提
出
者
】　　

  

川
野　

高
實

【
送
付
先
】　　

内
閣
総
理
大
臣　

麻
生　

太
郎

文
部
科
学
大
臣　

塩
谷  　

 

立

環
境
大
臣       

斉
藤　

鉄
男

【
要
旨
】　

本
年
２
月
、
県
単

独
公
費
医
療
費
支
給
制
度
の

改
正
が
行
わ
れ
、
乳
幼
児
医

療
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

や
父
子
家
庭
も
助
成
対
象
と

な
る
な
ど
の
拡
充
は
さ
れ
ま

し
た
が
、
所
得
制
限
や
自
己

負
担
金
の
定
額
制
の
導
入
、

さ
ら
に
は
65
歳
以
上
の
重

度
障
害
者
に
自
己
負
担
を
求

め
、
１
人
暮
ら
し
寡
婦
へ
の

助
成
を
段
階
的
に
打
ち
切
る

な
ど
弱
者
に
厳
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

町
長

福
岡
県
単
独
公
費
医
療

費
支
給
制
度
改
正
に
対

す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
請
願

意
見
書

学
校
耐
震
化
に

関
す
る
意
見
書

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
さ
ら
な
る
普
及
促
進

を
求
め
る
意
見
書

請　

願

意
見
書
・
請
願
・
陳
情

今
定
例
会
で
は
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書
２
件
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
、

関
係
機
関
宛
送
付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
も
採
択
し
、

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

（仮称）筑豊インター建設工事現場

町
長

質
問

⑩
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改
正
前
の
制
度
は
、
こ
れ

ら
の
人
の
命
と
健
康
を
守
る

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
問
題
点

を
解
決
す
る
た
め
、
福
岡
県

に
意
見
書
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
請
願
し
ま
す
。

【
請
願
者
】

　

直
鞍
地
区
社
会
保
障

　

推
進
協
議
会

　

会
長　

吉
村　
　

拓

【
紹
介
議
員
】

松
本　

典
子

【
意
見
書
送
付
先
】

 

福
岡
県
知
事　

麻
生　

   

渡

【
要
旨
】　

現
在
、
国
保
加
入

者
の
約
半
数
が
無
職
世
帯

で
、
し
か
も
そ
の
う
ち
の
半

数
は
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
滞
納
世
帯

が
急
増
し
て
お
り
、
資
格
証

明
書
や
短
期
保
険
証
の
発
行

が
増
え
、
病
気
に
な
っ
て
も

医
療
が
受
け
ら
れ
ず
死
に
至

る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。　

　

現
在
、
市
町
村
国
保
は
国

庫
補
助
を
医
療
費
ベ
ー
ス
で

45
％
か
ら
38
・
５
％
に
削
減

さ
れ
た
た
め
、
赤
字
に
陥
り

保
険
料
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
、
収
納
率
が

低
下
す
る
と
交
付
金
が
削
減

さ
れ
る
と
い
う
悪
循
環
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
制
度
を
健
全
化
す
る

た
め
、
国
庫
負
担
割
合
を
医

療
費
総
額
の
45
％
に
戻
す
必

要
が
あ
る
の
で
、
国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
請
願
し
ま
す
。

【
請
願
者
】

　

直
鞍
地
区
社
会
保
障

　

推
進
協
議
会

　

会
長　

吉
村　
　

拓

【
紹
介
議
員
】

松
本　

典
子

【
意
見
書
送
付
先
】

内
閣
総
理
大
臣　

麻
生　

太
郎

厚
生
労
働
大
臣　

舛
添　

要
一

ほ
か

【
要
旨
】　

県
の
乳
幼
児
医
療

費
制
度
改
正
に
よ
り
、
対
象

年
齢
は
拡
大
さ
れ
た
も
の

の
、
所
得
制
限
や
自
己
負
担

金
の
定
額
制
が
導
入
さ
れ
、

ま
だ
保
護
者
の
負
担
は
大
き

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
福
岡
県

に
意
見
書
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
陳
情
し
ま
す
。

記

１
．
６
０
０
円
の
自
己
負
担

と
所
得
制
限
を
な
く
す
こ
と

２
．
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度

の
拡
充
を
実
施
す
る
際
に
、

他
の
福
祉
制
度
の
切
捨
て
を

行
わ
な
い
こ
と

【
陳
情
者
】

福
岡
県
乳
幼
児
医
科
歯
科

医
療
費
助
成
拡
大
連
絡
会

代
表
世
話
人　

小
林　

増
蔵

　

横
領
さ
れ
た
税
金
等
を

　

一
般
会
計
か
ら
支
出

（
賛
成
８
・
反
対
４
で
可
決
）

　

元
職
員
が
横
領
し
た
公
金

の
う
ち
、
職
員
等
の
「
源
泉

所
得
税
」、「
住
民
税
」
及
び

臨
時
職
員
等
に
関
す
る
「
社

会
保
険
料
」
に
つ
い
て
は
鞍

手
町
に
納
税
の
義
務
が
あ
る

た
め
、
予
算
措
置
を
し
た
も

の
で
す
。

　

財
源
と
し
て
財
政
調
整
基

金
を
充
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
２
１
１
万
１
千
円
を

追
加
、
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
59
億
７
４
２
４
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
横
領
の
被
害
額

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
は
、

１
日
で
も
早
く
税
金
等
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
の
で
賛
成
し
ま
す
。
な

お
、
早
急
に
住
民
説
明
会
を

開
き
、
そ
の
上
で
解
決
策
を

見
出
す
こ
と
を
併
せ
て
要
望

し
ま
す
。　
（
宇
田
川　

亮
）

　

税
務
署
か
ら
所
得
税
等
の

未
納
分
を
納
入
す
る
よ
う
に

督
促
を
受
け
て
お
り
、
予
算

化
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま
す
。

た
だ
、
町
民
に
説
明
す
る
必

要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
（
久
保
田
正
之
）

　　

全
容
解
明
が
進
ま
な
い
う

ち
に
横
領
さ
れ
た
金
額
の
一

部
を
一
般
会
計
予
算
か
ら
、

そ
れ
も
求
償
権
を
放
棄
ま
た

は
免
除
す
る
と
い
う
予
算
科

目
か
ら
支
出
す
る
こ
と
は
絶

対
に
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

（
香
原　
　

暹
）

　

告
訴
も
賠
償
請
求
も
し
て

い
な
い
中
で
、
一
般
会
計
か

ら
支
出
す
る
に
は
根
拠
が
曖

昧
だ
と
思
う
し
、
曖
昧
な
も

の
を
議
会
と
し
て
認
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
（
岡
﨑　

邦
博
）

　

問
題
を
き
ち
っ
と
整
理
し

て
い
な
い
段
階
で
町
が
公
金

を
投
入
す
る
こ
と
は
、
慎
重

に
し
な
い
と
町
民
の
納
税
意

識
が
低
下
す
る
と
思
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
そ
の
時
期
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

（
星　
　

正
彦
）

国
民
健
康
保
険
財
政
へ

の
国
庫
負
担
割
合
を
医

療
費
総
額
の
45
％
に
戻

す
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
関
す
る
請
願

乳
幼
児
医
療
費
の
就
学

前
ま
で
の
完
全
無
料
化

を
求
め
る
陳
情

陳　

情

 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　臨
時
会

平
成
20
年
第
４
回
臨
時
会
が
平
成
20
年
８
月
11

日
に
開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

補
正
予
算

反
対

賛
成

反
対
討
論

賛
成
討
論

⑪

補正予算の提案説明をする柴田町長




